
  

 

事業所名  グループホーム小町 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時予定 2020年 4月 24日（金） 14時 00分～14時 30分 

参 加 者 議   題 

利用者       0名 

利用者家族     0名 

地域住民の代表者  0名 

市職員       ０名 

地域包括支援センター職員  0名 

事業所       0名 

1.行事報告 

2.今後の行事報告 

3.利用者状況報告書 

4.その他《身体拘束適正化検討委員会》 

5.次回会議開催予定日 

会    議    録 

※4月 24日開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止しまし

た。昨今の新型コロナウイルスの影響下、現在小町では利用者様の生活を守るために、

手洗いやうがい、消毒に加え「対面での食事を避ける」「外出の自粛の徹底」といった行

動を取って対応しています。引き続き、現状を正しく理解し、理性的な行動をとって感

染を防いでいきます。 

 

中止に伴い、出席予定者にレジメを文書で報告・意見照会を行いました。 

意見照会（家族様 0 名 民生委員 2 名 瀬戸市役所高齢福祉課職員 1 名 地域包括支援

事業所職員 0名） 

→☆「皆さん体に気を付けてください。コロナに負けるな！」（民生委員より）     

☆「このような状況の中で入所者の方の安全を第一に運営されるのは大変なことだと思

っています。職員の皆様安お体に十分気を付けられ頑張ってください。昨年度の身体拘

束 に 関 す る 内 容 は 非 常 に 参 考 に な り ま し た 。」（ 民 生 委 員 よ り ）            

☆ 「 特 に あ り ま せ ん 」（ 地 域 包 括 支 援 事 業 所 職 員 よ り ）                

☆「5 月中旬に予定されている避難訓練について、時間帯や災害の状況などどのような

状況で行われるのでしょうか。また次回の運営推進会議にて当日の様子など教えていた

だきたいです。感染症予防等で大変な状況かと思いますが、新型コロナウイルスに関す

る通知等の情報については瀬戸市役所の HP にて掲載しておりますのでご活用ください」

（瀬戸市役所高齢福祉課職員より） 

等の意見がありました。 

 

 

1.3月 4月に行った行事報告  

＊桃の節句 （3月 3日） 

→皆様の健康を願いひな祭りを行いました。お昼にお祝いのごちそうとして、見た目も 

春らしくて華やかな「雛ちらし寿司」を、おやつには雛あられや甘酒をいただきました。 

またひな祭りにぴったりの着物を着て記念の写真撮影を行い楽しみました。 



＊梅見   （3月上旬） 

→寒さが残る中、近隣の梅林公園へ出かけ少人数で短時間ですが梅の花を観てきました。 

 

＊お花見外出「瀬戸川沿い・八王子神社」 （4月 5日） 

→八王子神社と瀬戸川沿いに続く桜を見に出かけ少人数で短時間ですが梅の花を観てき 

ました。 

 

＊いきものとの触れ合い （4月 6日） 

→職員の愛犬が遊びに来ていきものとの触れ合いを楽しみました。 利用者様は犬を膝に 

乗せると自然と笑顔がみられていました。       

 

＊お花見「小町テラスでお花見弁当」 （4月 12日） 

→小町にてお花見を行いました。室内から満開の桜を見上げてお花見弁当を食べておし 

ゃべりを楽しみ、おやつは桜餅をいただき春の訪れを喜びました。 

 

＊訪問理美容   （4月 13日） 

→コロナウイルス感染予防から中止させていただきました。 

 

 

2.今後の行事予定 

＊端午の節句 （5月 5日） 

＊母の日   （5月 10日） 

＊避難訓練  （5月 18日） 

→14時 小町食堂のキッチンより火災が発生想定（通報訓練・避難訓練・水消火器によ

る消火訓練） 

 

 

３.利用者状況報告  （利用者様 9名様・・男性 1名  女性 8名） 

  ・平均年齢・・・ 88.3歳      ・平均介護度・・・2.4 

 

     

4.その他   

《身体拘束適正化検討委員会》  

☆テーマ・・・「2019年度の振り返り」 

2019.6  スピーチロック 

2019.8  身体拘束体験 

2019.10  人権問題の正しい理解のために 

2019.12  高齢者虐待防止について 

2020.2  身体拘束をめぐる各国の努力 

→2019 年度は 2018 年度に引き続き、身体拘束はなぜ問題なのか、どうしたら再発防止

が出来るかについてご紹介しました。2019.8身体拘束体験では、身体拘束を行うことで

様々な弊害が生じることを知っていただきました。身体的弊害は予期しやすいですが、



精神的、社会的弊害は予想もしていないことがほとんどです。 

・身体的弊害→関節の拘縮、筋力の低下、褥瘡の発生等 

・精神的弊害→人間としての尊厳を侵す、屈辱やあきらめ等 

・社会的弊害→施設に対する偏見、医療的処置を発生させる等 

防止対策として 

・背景要因を解消する 

・不適切なケアを減らす 

・利用者の権利、利益を守る適切なケアを提供する 

なぜ身体拘束をしてはいけないのか十分な知識を付け、利用者様の問題に職員全員で取

り組む姿勢を持ち質の向上に努めています。 

自分や家族がされて嫌だと思うことは他人に行わない、安心・安全に過ごせる施設を作

っていきます。 

 

 

5.次回開催予定日  2020年 6月 26日（金） 14:00～  開催予定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


